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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成27年3月5日(2015.3.5)

【公開番号】特開2013-156254(P2013-156254A)
【公開日】平成25年8月15日(2013.8.15)
【年通号数】公開・登録公報2013-043
【出願番号】特願2013-13286(P2013-13286)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  35/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   35/04     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの試料容器（６２）を保持するように構成された１つまたは２つ以上の試
料ラック（６０）を搭載するラック搭載部（１０）を備えた試料ラック操作ユニット（１
００）であって、前記ラック搭載部（１０）が、ラック搭載エッジ（１３）およびラック
受容領域（１２）を備え、該ラック受容領域（１２）が、前記ラック受容領域（１２）上
に前記ラック搭載エッジ（１３）と平行に長手方向に配置された搭載レール（１１）を有
し、前記搭載レール（１１）が、ラック（６０）が係合するときに、ラック（６０）が前
記搭載レール（１１）に沿って前記ラック受容領域（１２）上を長手方向にスライド可能
になるように、ラック（６０）の底部に位置する凹部（６１）と係合可能であり、
前記ラック（６０）が、前記ラック搭載エッジ（１３）から前記搭載レール（１１）を横
切る方向に、前記ラック受容領域（１２）上に搭載されるときに、前記凹部（６１）が前
記搭載レール（１１）と係合可能であり、前記凹部（６１）が、前記ラック（６０）を前
記ラック搭載エッジ（１３）の方向にスライドさせることにより、前記搭載レール（１１
）から離脱可能となるように、
前記搭載レール（１１）が、楔状または略三角形状の基部（１１’’’）と、前記基部か
ら延びる突出部（１１’）とを備える断面を有し、前記突出部が前記ラック搭載エッジ（
１３）の方を向き、前記基部（１１’’’）が、前記ラック搭載エッジ（１３）とは反対
側に設けられた傾斜した搭載レール側部（１１’’）を備えることを特徴とする試料ラッ
ク操作ユニット（１００）。
【請求項２】
前記ラック搭載エッジ（１３）が、前記搭載レール（１１）の方を向き、前記傾斜した搭
載レール側部（１１’’）に略平行に配置された、傾斜した搭載エッジ側部（１３’）を
備え、前記傾斜した搭載レール側部（１１’’）および前記傾斜した搭載エッジ側部（１
３’）上で、前記ラック（６０）を横方向にそれぞれ逆方向にスライドさせることにより
、前記凹部（６１）が前記搭載レール（１１）との係合と、前記搭載レール（１１）から
の離脱とが可能であるように構成された請求項１記載の試料ラック操作ユニット（１００
）。
【請求項３】
前記試料ラック操作ユニット（１００）が、前記ラック搭載部（１０）からラック（６０
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）を受け取り、前記ラック（６０）に収容された試料容器（６２）からの試料の処理を可
能にするように構成された試料処理部（２０）を備え、
前記試料処理部（２０）が、ラック処理領域（２２）および前記ラック処理領域（２２）
上の処理レール（２１）を備え、
前記ラック（６０）が係合するときに、前記ラック（６０）が前記処理レール（２１）に
沿って前記ラック処理領域（２２）上を長手方向にスライド可能となるように、前記処理
レール（２１）が、前記凹部（６１）と係合可能である請求項１または２記載の試料ラッ
ク操作ユニット（１００）。
【請求項４】
前記処理レール（２１）に沿って長手方向にスライドすることによってのみ、前記凹部（
６１）が係合および離脱が可能なように、前記処理レール（２１）が、前記凹部（６１）
と形状嵌合する断面を有している請求項３記載の試料ラック操作ユニット（１００）。
【請求項５】
前記試料処理部（２０）が、少なくとも開放位置と保持位置との間で移動可能なラック保
持機構（２７）を備え、前記保持位置において、前記ラック保持機構（２７）が、１つま
たは２つ以上のラック（６０）が前記処理レール（２１）に沿って長手方向に移動するこ
とを防ぐ請求項３または４記載の試料ラック操作ユニット（１００）。
【請求項６】
前記試料処理部（２０）が、前記保持機構（２７）が前記保持位置にあるときに、少なく
とも１つの試料容器（６２）から少なくとも１つの試料をピペット操作するピペットユニ
ットを備えるか、または、ピペットユニット（１４１）と連携するように構成された請求
項５記載の試料ラック操作ユニット（１００）。
【請求項７】
前記試料ラック操作ユニット（１００）が、前記試料処理部（２０）からラック（６０）
を受け取るように構成された試料ラック積み下ろし部（３０）を備え、
前記ラック積み下ろし部（３０）が、ラック積み下ろし領域（３２）と、前記ラック積み
下ろし領域（３２）上の積み下ろしレール（３１）とを備え、
前記積み下ろしレール（３１）が、突出部（３１’）および傾斜した積み下ろしレール側
部（３１’’）を備えた楔状または略三角形状の断面を有し、前記傾斜した積み下ろしレ
ール側部（３１’’）上を横方向に前記ラック（６０）をスライドさせることにより、ま
たは、前記積み下ろしレール（３１）に沿って長手方向に前記ラック（６０）をスライド
させることにより、前記凹部（６１）が前記積み下ろしレール（３１）から離脱可能とな
るように配置された請求項３～６のいずれか１項に記載の試料ラック操作ユニット（１０
０）。
【請求項８】
前記試料ラック積み下ろし部（３０）が、直線移動可能および／または前記試料ラック操
作ユニット（１００）から取り外し可能である請求項７記載の試料ラック操作ユニット（
１００）。
【請求項９】
前記試料ラック積み下ろし部（３０）が、前記ラック積み下ろし領域（３２）からラック
（６０）を受け取るように構成された分離したラック積み下ろしトレイ（５０）を備え、
前記ラック積み下ろしトレイ（５０）が、手持ち用のハンドル（５５）と、ラックトレイ
領域（５２）と、前記積み下ろしレール（３１）に一直線に並ぶことが可能な前記ラック
トレイ領域（５２）上のトレイレール（５１）とを備え、前記トレイレール（５１）が、
突出部（５１’）および傾斜したトレイレール側部（５１’’）を備えた楔状または略三
角形状の断面を有し、前記傾斜したトレイレール側部（５１’’）上を横方向に前記ラッ
ク（６０）をスライドさせることにより、または、前記トレイレール（５１）に沿って長
手方向に前記ラック（６０）をスライドさせることにより、前記凹部（６１）が前記トレ
イレール（５１）から離脱可能となるように配置された請求項７または８記載の試料ラッ
ク操作ユニット（１００）。
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【請求項１０】
前記搭載レール（１１）、前記処理レール（２１）および前記積み下ろしレール（３１）
からなる群から選択される少なくとも２つのラックレールが、当該ラックレール間を前記
ラック（６０）がスライド可能なよう、互いに一直線に並ぶように、前記ラック搭載部（
１０）、前記試料処理部（２０）および前記ラック積み下ろし部（３０）が配置されてい
る請求項７～９のいずれか１項に記載の試料ラック操作ユニット（１００）。
【請求項１１】
前記試料ラック操作ユニット（１００）が、前記搭載レール（１１）および前記処理レー
ル（２１）とからなる群から選択される少なくとも１つのラックレールに平行な方向に直
線移動可能な、少なくとも１つの押圧要素または引張要素（１５、２５）を備え、
前記少なくとも１つの押圧要素または引張要素（１５、２５）が、前記搭載レール（１１
）および／または前記処理レール（２１）と係合する１つまたは２つ以上の試料ラック（
６０）を、前記搭載レール（１１）および／または処理レール（２１）に沿って長手方向
に押圧または引っ張るように構成された請求項１～１０のいずれか１項に記載の試料ラッ
ク操作ユニット（１００）。
【請求項１２】
前記少なくとも１つの押圧要素または引張要素（１５、２５）が、一方向にだけ押圧また
は引っ張り、逆方向に直線移動した場合は格納可能である請求項１１記載の試料ラック操
作ユニット（１００）。
【請求項１３】
前記試料ラック操作ユニット（１００）が、前記ラック搭載部（１０）と前記試料処理部
（２０）との間に位置する試料ラック移送部（４０）を備え、前記ラック移送部（４０）
が、前記ラック搭載部（１０）から前記試料処理部（２０）に、一度に少なくとも１つの
ラック（６０）を移送する移送要素（４５）を備える請求項３～１２のいずれか１項に記
載の試料ラック操作ユニット（１００）。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか１項に記載の試料ラック操作ユニット（１００）と、
少なくとも１つの試料ラック（６０）に保持された少なくとも１つの試料容器（６２）か
らの少なくとも１つの試料を分析する、少なくとも１つの分析ユニット（１１０）と
を備えた、生体試料のインビトロ診断分析用分析機器（２００）。
【請求項１５】
少なくとも１つの試料容器（６２）を保持する試料ラック（６０）の操作方法であって、
　少なくとも１つの試料ラック（６０）を、ラック搭載部（１０）のラック受容領域（１
２）上へと搭載する工程であって、前記ラック（６０）の底部の凹部（６１）を、ラック
受容領域（１２）上に長手方向に配置された搭載レール（１１）に横方向に係合すること
により搭載する工程と、
　前記ラック（６０）を、前記搭載レール（１１）に沿って前記ラック受容領域（１２）
上で長手方向にスライドさせる工程と、
　前記ラック（６０）を、前記ラック搭載部（１０）から、ラック処理領域（２２）上に
長手方向に配置された処理レール（２１）を備えた試料処理部（２０）へと移送する工程
であって、前記凹部（６１）を前記処理レール（２１）に長手方向に係合し、前記処理レ
ール（２１）に沿って、前記ラック処理領域（２２）上で長手方向に前記ラック（６０）
をスライドさせることにより移送する、ラック搭載部（１０）から試料処理部（２０）へ
と移送する工程と、
　前記試料処理部（２０）から、ラック積み下ろし領域（３２）と、前記ラック積み下ろ
し領域（３２）上に長手方向に配置された積み下ろしレール（３１）とを備えた試料ラッ
ク積み下ろし部（３０）へと前記ラック（６０）を移送する工程であって、前記凹部（６
１）を前記積み下ろしレール（３１）に長手方向に係合し、前記積み下ろしレール（３１
）に沿って、前記ラック積み下ろし領域（３２）上を長手方向に前記ラック（６０）をス
ライドさせることにより移送する、試料処理部（２０）から試料ラック積み下ろし部（３
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０）へと移送する工程と、
　前記凹部（６１）を前記積み下ろしレール（３１）から横方向に離脱させることにより
、または、前記積み下ろしレール（３１）に沿って長手方向にスライドさせることにより
、前記ラック積み下ろし領域（３２）から前記ラック（６０）を積み下ろす工程と
を備えた試料ラック（６０）の操作方法。
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